
ほけんだより 

無事体育祭が終わりました。これから梅雨の時期に入り、なんとなく気

持ちが落ち込む人も多くなるのではないでしょうか。この時期は雨が降った

り、時折晴れて蒸し暑くなったりして体調を崩しがちです。汗をかいたらタ

オルで拭き、適切な体温を保てるようにしましょう。また、日ごろの生活を

整えることも重要です。 
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★歯科（欠席者）検診・・・歯科校医 石川先生による検診 

＠日時 ・６／１９（水） １３：００～ 前回欠席者対象 

＠検診時の注意事項 

 ①歯ブラシを持参し、昼食後に歯磨きをして検診を受ける 

 

★眼科検診・・・眼科校医 北村先生による検診 

＠日時 ・６／２０（木） ９：００～ 全学年 

＠目的 ・目や目の周りに病気や異常がないかを調べます 

＠検診時の注意事項 

①前髪の長い人は、目が見える様にピン等で留める 

②検診時、眼鏡の人は外す。コンタクトの人は着用したままでよい。 

③移動中や待機中、検診会場内でおしゃべりをしない。 

◎検診の流れ 

①名前を呼ばれた時は返事をする。自分の前の人が欠席の場合は、保健の

先生に伝える。 

②検診時、下まぶたを自分で下に下げる。 

＊眼鏡使用者は眼鏡を外す。コンタクト使用者は外さなくてよい。 

＊感染状況により、マスクを着用して検診を行う場合がある。 

 

●梅雨の時期の過ごし方● 
「梅雨」と呼ぶには複数の由来があるそうです。そのうちの一つに、中国

でちょうど梅の実が熟すころに降る雨なので「梅雨」と呼んでいたのが日本

へ伝わったという説があります。 雨が降るといつもより道が滑りやすかっ

たり、傘を使っていて手がふさがっているなど、状況が変わります。梅雨の

時期の安全な学校生活について考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

🍴お弁当にも気を付けよう🍱 

梅雨は湿度も気温も高いため、食中毒

が発生しやすい時期です。冬にはノロウイ

ルスなどのウイルス性の食中毒が流行し

ますが、この時期は細菌が繁殖しやすいた

め、細菌性の食中毒が流行します。食中毒

予防の原則は、菌を「つけない（調理器具・

材料をよく洗う）」「増やさない（早めに食

べる）」「やっつける（きちんと火を通す）」

です。食欲が落ちる時期でもありますが、

しっかり食べて体力をつけましょう！ 

２０２４年６月１４日 

町田市立町田第一中学校 

保健室 



●歯と口の健康習慣● 

6 月 4 日から 6 月１０日は「歯と口の健康週間」でした。これは、１928

年（昭和 3 年）に日本歯科医師会が、「6（む）4（し）」にちなんで 6 月 4 

日に「むし歯予防デー」を実施していたことから始まったそうです。 

🦷むし歯の進行について🦷 

歯磨きが十分にできていないと、「歯垢」がたまっていきます。歯垢１㎎

の中には 10 億個以上の細菌がいるといわれ、その中のミュータンス菌など

が、歯を溶かします。初期のむし歯は、歯磨きや食習慣を見直すことで、改

善できますが、放置すると、痛みが出て、歯に穴が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🦷ちゃんとした歯磨きって？🦷 

むし歯や歯肉炎の原因となる細菌がすみつく歯垢は、歯磨きを丁寧にしな

いと落とせません。歯の形や位置に合わせて、歯ブラシの当て方を工夫する

と、隅ずみまで磨くことができるので実践してみましょう。 

また、つば(唾液)には抗菌作用やむし歯を防ぐ作用があります。活舌がよ

くなるほか、お米などに含まれるでんぷんを糖に変える力などもあります。 

 

 


